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　今年の4・5月は例年以上に残雪が多く、5月連休まで一の瀬を始めとして、奥志賀、焼額山、寺子屋、タイ゛ヤモンド、高天
ケ原、ブナ平、ジャイアント、熊の湯、横手山、渋峠と多くのスキー場がオープンしておりましたので、その様子をご覧下さい。
　尚、一の瀬では5月8日を以ちましてスキーシーズンが終了致しました。当館でもスキーのお客様は昨日のお客様で最後と
なりました。シーズン中は、多くの学校様及び一般スキーヤーの皆様にご利用頂きまして誠に有り難く、従業員一同心から御
礼申し上げますと共に、来シーズンも何卒宜しくお願い申し上げます。
　さて、4月下旬頃より志賀高原内(標高1200メートルの坊平付近)の山桜が開花し始め、暖かい陽気のせいもあって5・6日頃
には満開となり、しばらくは山桜の花見頃が続いております。又、白樺の木が葉を付け始め、いよいよ志賀高原の新緑のシー
ズンが幕を開けました。当館の周りからカッコーの泣き声も聞こえるようになりました。
　志賀高原の初春の様子を一部ご紹介致します。

　　　　　　　　　　4月30日岩菅山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月30日のファミリースキー場とダイヤモンドスキー場と湿原　　　　　　

　　　　　　　　　4月30日一の瀬の奥からスノーシューで山に散策に入られるご夫婦とパノラマパーキングでサイクリングの準備をする人達

　　　　　　　　4月30日の志賀山　　　　　　　　　5月2日の西館山スキー場(左)と東館山スキー場　　　　　　　4月30日の潤満滝(落差103ｍ)　　
　　

　4月30日の一沼の溶け始めた水面の氷　　　　　　　　　　　　4月30日の丸池　　　　　　　　　　　　　　　　　　5月2日の琵琶池


